
社会人の大学・大学院に対する意識
『社会人＆学生のための大学・大学院選び』編集長 乾 喜一郎

【調査概要】
≪2012年データ≫
■調査名 社会人の大学・大学院マーケット調査
■調査方法 インターネットリサーチ
■調査元 リクルート『社会人＆学生のための大学・大学院選び』編集部
■実施機関 株式会社マクロミル
■調査実施期間 2012年3月26日(月)～3月27日(火)

【サンプル属性】
■20～40代
■社会人（有職者） 男女 全国
■有効サンプル数 1545名 うち、大学・大学院への入学意向を持つ者 910名

≪2003年比較対象データ≫
■調査方法 保有パネルに対するFAX調査
■実施期間 リクルートリアルタイムリサーチ
■調査実施期間 2003年7月31日（木）～8月3日（日）

【サンプル属性】
■20～40代
■社会人（有職者） 男女 全国エリア在住
■有効サンプル数 1373名
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大学・大学院で学びたい内容は男女ともに多岐にわたるが、
男性は①経営・経済・商学 ②情報・IT への関心が高い一方で、
女性は①心理・教育・福祉 ②医療・健康・栄養 と、学びたい内容には大きな違いが存在。

大学・大学院で学びたい内容

(2012年 n=875) ※大学・大学院で学びたい、と考える一方で、現在受講していない者
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全体 42.6 33.3 24.8 22.1 21.3 16.8 14.7 11.4 8.6 4.0
男性 49.9 26.0 31.0 18.0 12.8 20.8 21.2 7.3 8.4 4.4
女性 31.8 44.0 15.6 28.1 33.8 10.8 5.1 17.6 8.8 3.4
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「大学・大学院への進学の目的」について、１位は「自分の視野を広げる」で男女共通。
一方、２位以下では、「今の仕事に必要な専門知識・能力」「特定分野の専門家」などの志向の強い男性に対し、
女性では「資格・免許の取得」「キャリアの考え直し」「異なる職種への転換」といった項目が高くなっている。

大学・大学院への進学の目的（複数回答）

(2012年 n=910) ※大学・大学院で学びたい、と考える者
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件での転

職の成功

MBA（経

営学修
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得

社内での

昇進・昇

格・ポジ

ションアッ

プ

教育者、

研究者へ

の転身

その他

全体 66.0 35.9 32.2 31.4 30.9 29.9 18.5 14.2 13.0 13.0 11.8 10.4 9.1 6.9 6.4 6.0 1.3

男性 66.2 29.5 34.3 29.0 28.8 30.8 17.8 10.8 12.3 11.4 13.2 7.7 7.3 9.2 6.2 6.6 1.5

女性 65.8 45.5 29.0 35.1 34.0 28.5 19.5 19.2 14.0 15.3 9.6 14.5 11.8 3.6 6.6 5.2 1.1
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大学・大学院を選ぶ際に重視することは、まず「学びたい内容を提供しているかどうか」。
2012年調査では、「学費が高くないこと」の重視度が高まり、ほぼ同程度となっている。

大学・大学院を選ぶ際の重視項目（複数回答）
(2003年 n=610, 2012年 n=910) ※大学・大学院で学びたい、と考える者
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【 】

2003年 77.0 62.3 66.0 59.3 60.7 48.5 41.4 22.6 31.1 22.8 21.9 10.0 16.9 20.0 18.9 14.9 15.8 13.9 11.5 6.7 0.4
2012年 71.1 70.3 64.3 51.0 48.9 45.8 31.2 23.5 22.2 22.2 22.2 15.9 15.4 14.8 13.6 13.1 11.0 9.9 6.2 4.3 0.9
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男女別でみると、「教育内容」「会社や仕事を辞めずに通える」という点は共に重視される一方、
女性のほうが「学費」「時間帯」「立地」の項目が高くなっている。

大学・大学院を選ぶ際の重視項目（男女別）
(2012年 n=910) ※大学・大学院で学びたい、と考える者

学びた

い教育

内容を

提供し

ているこ

と

学費が
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仕事を

辞めず

に通え
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生活に

適した

授業時

間帯で
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通学に

便利な

立地で

あること

社会人

に配慮

した入

試制度

があるこ

と

希望す

る資格・

免許の

取得が

可能で

あること

入試難

易度が

高くない

こと

教育レ

ベル（水

準）が高

いこと

自分と

同じよう

な環境・

条件の

人が

通って

いること

大学・大

学院の

個性・雰

囲気が

自分に

合って

いること

通信制

であるこ

と

卒業ま

での期

間が短

いこと

人脈の

広がり

が期待

できるこ

と

入学試

験の一

部が免

除され

ること

指導を

受けた

い教授

がいるこ

と

施設・設

備が良

い、新し

いこと

企業か

らの評

価・評判

が高い

こと

有名、

一流校

であるこ

と

海外留

学や海

外派遣

制度が

あること

その他

全体 71.1 70.3 64.3 51.0 48.9 45.8 31.2 23.5 22.2 22.2 22.2 15.9 15.4 14.8 13.6 13.1 11.0 9.9 6.2 4.3 0.9

男性 67.9 64.4 64.6 44.2 43.5 43.5 25.3 20.7 20.0 20.0 20.2 16.5 13.2 14.3 11.4 10.6 10.5 10.3 5.1 2.9 0.9

女性 75.9 79.2 63.8 61.1 57.0 49.3 40.0 27.7 25.5 25.5 25.2 15.1 18.6 15.6 17.0 16.7 11.8 9.3 7.7 6.3 0.8
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